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目的
1.液化機修復
2.液化機の安全対策
<1？似ヒ機内の露,i,'i.、及び純度調lj定
＠第一熱吏換器の予備冷却
①HP残ガスのガスパ、ソク回収
＠液化機停止中、液化機内パージ
⑤その他
4.液化機の安全対策
①液化機内の露点及び純度測定（運転前〉
高圧系HP内の残ガスを分析
｛露点 -6叫下
酸素濃度 1ppm以下
上記条件を確認後、
液化機起動を徹底する。
分析結果が悪い場合、
・HP残ガスをガスノ号、ノグlこ回収
．バッファタンクのガスをフローー
．真空置換
4.液化機の安全対策
②第一熱交換器の予備冷却（予冷中）
（対策前）
起動後すぐ1：ター ビンが
回転し、温度低下
不純物がタ〕ビン付近で
固化する可能性
（改良後〉
LN2をター ビンの回転前に涜し、
第一熱交換器を約200Kまで冷却
ター ビン回転開始
↓ 
不純物は第一熱交換器でトラッフ．
4.液化機の安全対策
④液化機停止中、液化機内パージ（停止中）
ガスフロ「
ノtッブアタンクer青製ガス）
LP 
バイパスバルブ
HP 
分析計（常時分析〉
ガスバッグ（回収）
少しずつ精製ガスを涜し、
室温でパージ
5. まとめ
H21年9月に液化機
ター ピントラブ、ルが発生した。
l液化機修復作業
大防日酸の迅速な対応で
早期復旧
2液化機の安全対策
。液化機内の露点及び純度測定
②第一熱交換器の予備冷却
③HP残ガスのガスパック回収
④液化機停止中、液化機内パージ
⑤その他
4.液化機の安全対策
③HP残ガスのガスパック回収（運転後）
（対策前）
液化後、 HPの圧力上昇lこ伴い、
HN主ガスをバッファタンクに回収
不純物がバソファタンクに
混入する可能性
（改良後〉
液化後、HP残ガスを内部精製器の
ラインを経由して、ガスバック、に回収
不純物がバッファタンクに混入せず
4.液化機の安全対策
＠その他（液化中）
内部精製器の運転方法変更
精製運転
回収した不純GHeを冷却し、
不純物を除去
精製ガスはパ、ノファタンクに
溜まり、液化Lこ使用
再生運転
精製運転を停止し、内部を温め、
不純物を排気、 再生
再生運転を周期的に行う
（対策前）一気に不純物排気
（改良後）不純物が溜まる前に
心ないうちt：排気
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